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セ
キ
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リ
テ
ィ
の
昂
進
化
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境
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地
域
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文
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─
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米
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け
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カ
ス
カ
デ
ィ
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地
方
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事
例
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て
─
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川
久
保　
　

文　

紀

　

は
じ
め
に

1　

ボ
ー
ダ
ー
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
に
お
け
る
文
化

2　

境
界
地
域
に
お
け
る
文
化
─
米
加
国
境
の
カ
ス
カ
デ
ィ
ア
地
方

　

お
わ
り
には

じ
め
に

米
加
国
境
は
、
八
、八
九
一
キ
ロ
（
五
、五
二
五
マ
イ
ル
）
に
お
よ
ぶ
国
境
線
を
有
し
、
同
じ
二
国
間
に
跨
る
国
境
と
し
て
は
世
界
最
長
で

あ
り
、
世
界
で
最
も
安
全
な
国
境
の
ひ
と
つ
と
言
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
二
〇
〇
一
年
九
月
一
一
日
の
同
時
多
発
テ
ロ
（
以
下
、

9
・
11
テ
ロ
）
以
降
、
米
加
国
境
は
、
潜
在
的
な
テ
ロ
リ
ズ
ム
の
脅
威
な
ど
に
直
面
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
二
国
間
の
友
好
的
な
歴
史
を
反

映
し
た
ソ
フ
ト
な
国
境
か
ら
、
多
様
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
装
置
が
国
境
線
や
そ
れ
を
跨
ぐ
境
界
地
域
に
設
置
さ
れ
た
ハ
ー
ド
な
国
境
へ
と
変



二
三
二

貌
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
国
境
の
変
容
は
、
国
境
線
を
含
む
境
界
地
域
（
ボ
ー
ダ
ー
ラ
ン
ズ
）
の
生
活
空
間
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
昂
進
化
が
、
境
界
地
域
に
お
け
る
新
し
い
地
理
的
秩
序
の
出
現
を
促
し
て
い

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
境
界
地
域
に
お
け
る
文
化
は
、
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
、
境
界
に
関
わ
る
事

象
を
学
際
的
に
分
析
す
る
視
座
を
も
つ
ボ
ー
ダ
ー
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
の
知
見
を
生
か
し
な
が
ら
、
米
加
国
境
に
お
い
て
、
と
り
わ
け
複
数
の

文
化
や
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
混
在
・
融
合
す
る
カ
ス
カ
デ
ィ
ア
地
方
（
太
平
洋
岸
北
西
部
）
に
焦
点
を
合
わ
せ
、
安
全
保
障
化
に
対
抗
し

う
る
境
界
地
域
に
お
け
る
文
化
の
役
割
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

1　

ボ
ー
ダ
ー
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
に
お
け
る
文
化

（
1
）　

境
界
地
域
（
ボ
ー
ダ
ー
ラ
ン
ズ
）
と
は
何
か

人
間
は
「
境ボ

ー
ダ
ー界

だ
ら
け
の
世
界
」
に
生
き
て
お
り
、
境
界
付
け
（bordering

）
を
不
断
に
行
う
「
地
理
的
存
在
」
で
あ
る）

1
（

。
空
間
・
場

所
を
境
界
付
け
る
行
為
は
、
人
間
の
活
動
や
そ
の
組
織
に
と
っ
て
重
要
な
構
成
要
素
と
な
っ
て
き
た
。
空
間
が
権
力
の
資
源
と
な
り
、
人

間
が
場
所
を
作
る
行
為
の
意
味
を
解
明
す
る
こ
と
は
、
領
域
性
と
い
う
人
間
社
会
そ
れ
自
体
の
構
成
原
理
を
追
求
す
る
営
為
で
あ
る
。
領

域
性
と
は
、「
人
間
が
個
別
に
、
あ
る
い
は
何
ら
か
の
社
会
的
、
政
治
的
な
実
体
を
通
じ
て
、
地
理
的
な
空
間
を
作
り
出
し
、
伝
達
し
、

支
配
す
る
手
段
」）

（
（

で
あ
り
、
領
域
性
の
態
様
は
、
境
界
を
め
ぐ
る
諸
概
念
に
よ
っ
て
表
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
は
、「
バ
ウ
ン
ダ
リ
ー
」
な
ど

に
よ
っ
て
表
さ
れ
る
実
際
の
国
境
線
や
標
石
な
ど
の
設
置
に
よ
る
境
界
画
定
か
ら
、「
未
開
の
地
（
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
）」（
ボ
ー
ダ
ー
の
一
方
の

側
の
空
間
の
み
）
や
「
境
界
地
域
（
ボ
ー
ダ
ー
ラ
ン
ズ
）」（
ボ
ー
ダ
ー
で
相
対
す
る
空
間
双
方
を
包
み
込
む
）
に
関
す
る
定
義
に
至
る
ま
で
多
様
で
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あ
る）

（
（

。
ボ
ー
ダ
ー
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
の
理
論
的
源
流
の
ひ
と
つ
で
あ
る
政
治
地
理
学
の
概
念
整
理
に
よ
れ
ば
、「
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
」
と
は
、「
発
展

パ
タ
ー
ン
が
境
界
に
近
接
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
影
響
を
及
ぼ
さ
れ
る
地
域
」
の
こ
と
で
あ
る
。
Ｊ
・
ハ
ウ
ス
は
、「
二
重
の
周

辺
性
（double peripherality

）」
と
い
う
政
治
的
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
「
機
能
的
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
」
を
理
解
す
る
際
の
理
論
的
枠
組
み
を
提

示
し
た）

（
（

。
こ
れ
は
、
中
心
部
か
ら
離
れ
た
地
域
が
、
そ
う
し
た
地
理
的
な
周
辺
性
に
加
え
て
、
経
済
的
な
地
位
や
権
力
的
な
要
素
へ
の
ア

ク
セ
ス
と
い
う
観
点
か
ら
、「
二
重
に
」
不
利
な
位
置
に
置
か
れ
て
い
る
状
態
を
表
す
概
念
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、「
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
」

概
念
は
、
協
調
・
接
点
と
い
う
認
識
よ
り
も
、
あ
る
領
域
と
他
の
領
域
が
ぶ
つ
か
り
合
う
分
断
・
隔
絶
と
し
て
の
境
界
認
識
に
依
拠
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
ボ
ー
ダ
ー
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
に
お
い
て
は
、
社
会
的
・
文
化
的
な
相
互
作
用
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
が
生
じ
る

「
境
界
地
域
（
ボ
ー
ダ
ー
ラ
ン
ズ
）」
と
い
う
概
念
を
援
用
す
る
傾
向
が
強
く
な
っ
た
の
で
あ
る）

（
（

。
岩
下
明
裕
は
、
空
間
に
お
い
て
境
界
を
考

え
る
優
位
性
の
ひ
と
つ
に
、
境
界
地
域
と
い
う
枠
組
み
の
共
有
を
挙
げ
、「
国
家
の
中
枢
・
周
縁
、
中
央
・
地
方
関
係
に
も
似
た
対
抗
関

係
で
あ
る
が
、そ
の
対
抗
の
軸
を
空
間
の
境
界
性
─
─
国
境
に
近
接
し
て
い
る
が
ゆ
え
に
独
自
な
空
間
─
─
と
い
う
操
作
を
可
能
と
す
る
」

と
述
べ
て
い
る）

（
（

。
こ
の
枠
組
み
を
援
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
空
間
的
な
広
が
り
を
も
つ
境
界
地
域
の
「
実
務
的
な
課
題
設
定
」
に
対
し

て
、
ボ
ー
ダ
ー
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
と
い
う
学
問
領
域
の
中
で
は
や
や
後
発
の
分
野
で
あ
る
文
化
研
究
と
い
う
新
た
な
角
度
か
ら
迫
る
こ
と
を

可
能
に
し
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
現
代
の
ボ
ー
ダ
ー
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
の
理
論
的
貢
献
の
ひ
と
つ
に
は
、
領
域
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
関
す
る
分
析
を
発
展
さ
せ

た
こ
と
に
求
め
ら
れ
る
。
領
土
対
立
・
紛
争
に
関
す
る
研
究
が
ボ
ー
ダ
ー
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
の
伝
統
的
な
テ
ー
マ
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
境
界

と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
相
互
関
係
の
分
析
も
ボ
ー
ダ
ー
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
に
お
け
る
重
要
な
テ
ー
マ
と
な
っ
た
。境
界
文
化
の
在
り
方
は
、
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間
主
観
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
中
で
発
現
す
る
「
社
会
的
表
象
」
で
あ
り
、
帰
属
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
し
て
理
解
さ
れ
る
国
家
へ
の
目
的

論
的
紐
帯
に
よ
っ
て
、
内
包
か
排
除
か
と
い
う
単
純
化
さ
れ
た
還
元
論
的
思
考
か
ら
脱
却
す
る
契
機
と
な
る
。
多
様
な
行
為
実
践
を
伴
う

境
界
付
け
と
い
う
概
念
の
導
入
に
よ
っ
て
、
境
界
が
地
図
上
の
ラ
イ
ン
あ
る
い
は
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
に
お
け
る
場
所
と
い
う
よ
り
も
、
境

界
を
越
え
る
文
化
を
通
じ
て
「
他
者
性
（otherness

）」
と
の
邂
逅
へ
と
導
く
関
係
論
的
な
実
践
行
為
と
し
て
理
解
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

だ
ろ
う）

（
（

。（
（
）　

境
界
地
域
に
お
け
る
文
化
（
ボ
ー
ダ
ー
ラ
ン
ズ
・
カ
ル
チ
ャ
ー
）

近
年
、
ボ
ー
ダ
ー
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
は
、
境
界
と
い
う
概
念
を
、
空
間
性
や
社
会
的
実
践
の
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
認
識
す
る
傾
向
を
有
し
て

き
た）

（
（

。
境
界
は
、
富
や
権
力
の
非
対
称
的
な
関
係
と
と
も
に
進
化
し
、
境
界
付
け
の
実
践
（bordering practices

）
が
行
わ
れ
る
意
図
や

力
学
を
分
析
の
射
程
に
入
れ
な
が
ら
、
社
会
的
構
築
の
産
物
と
い
う
性
格
を
持
ち
合
わ
せ
て
き
て
い
る）

9
（

。
境
界
を
越
え
た
社
会
的
・
文
化

的
相
互
作
用
に
よ
っ
て
、
政
治
と
経
済
の
摩
擦
を
融
和
し
よ
う
と
す
る
境
界
文
化
の
形
成
は
、
と
く
に
9
・
11
テ
ロ
以
後
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

が
昂
進
化
す
る
境
界
地
域
に
お
い
て
は
、
新
し
い
地
理
的
秩
序
を
形
成
す
る
ひ
と
つ
の
要
素
に
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

伝
統
的
な
理
解
に
お
け
る
文
化
と
は
、「
枠
組
み
付
け
ら
れ
、
共
有
さ
れ
た
意
味
や
パ
タ
ー
ン
」
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
境
界
・
国
境

を
跨
ぐ
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
な
文
化
は
、「
ひ
と
つ
の
国
家
／
ひ
と
つ
の
社
会
」
に
対
応
す
る
「
ひ
と
つ
の
国
民
文
化
」
と
い
う
対
概
念
へ

の
疑
義
を
な
げ
か
け
、
国
民
文
化
と
い
う
境
界
に
よ
っ
て
区
切
ら
れ
た
一
国
単
位
的
な
文
化
モ
デ
ル
を
批
判
的
に
理
解
す
る
。
こ
う
し

た
文
脈
に
お
い
て
、
Ｒ
・
ロ
サ
ル
ド
は
、「
共
有
さ
れ
た
意
味
や
パ
タ
ー
ン
」
と
い
う
伝
統
的
な
文
化
理
解
に
立
つ
の
で
は
な
く
、
あ
る

文
化
内
部
あ
る
い
は
複
数
の
文
化
間
の
差
異
が
表
象
さ
れ
る
空
間
と
し
て
の
境
界
地
域
（
ボ
ー
ダ
ー
ラ
ン
ズ
）
を
、「
文
化
を
生
産
す
る
創
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二
三
五

造
的
な
場
」
と
し
て
捉
え
て
い
る）

（（
（

。
そ
し
て
、
ボ
ー
ダ
ー
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
に
お
け
る
文
化
研
究
に
先
鞭
を
つ
け
た
Ｖ
・
コ
ン
ラ
ッ
ド
と

Ｈ
・
ニ
コ
ル
は
、
境
界
地
域
を
「
境
界
の
一
方
の
側
に
い
る
人
間
が
価
値
、
信
仰
、
感
情
、
お
よ
び
期
待
を
、
も
う
一
方
の
側
に
い
る
人

間
と
共
有
す
る
相
互
作
用
の
場
」
と
定
義
し
、
そ
こ
に
お
い
て
醸
成
さ
れ
る
ク
ロ
ス
・
ボ
ー
ダ
ー
な
文
化
を
「
境
界
地
域
に
お
け
る
文
化

（borderlands culture

）」
と
し
た
の
で
あ
る）

（（
（

。

「
境
界
と
文
化
は
、
見
か
け
上
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
通
じ
て
役
割
が
減
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
二
一
世
紀
で
は
、
双
方
と
も
実
際
的

で
強
固
な
社
会
的
構
築
物
と
し
て
再
出
現
し
て
き
た
。
世
界
大
で
広
が
り
を
見
せ
る
境
界
拡
張
の
帰
結
の
ひ
と
つ
は
、
相
互
作
用
を

生
み
出
す
境
界
地
域
の
創
出
で
あ
る
。
…
新
し
い
文
化
地
理
は
境
界
地
域
の
拡
張
さ
れ
た
移
行
な
の
で
あ
る
。
こ
の
地
理
が
示
し
て

い
る
の
は
、
よ
り
明
確
な
空
間
性
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
境
界
線
が
よ
り
明
確
で
、
フ
ロ
ー
が
切
り
開
か
れ
、
境
界
線
を
越
え
る
結

び
つ
き
が
よ
り
精
査
さ
れ
、
境
界
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
あ
る
時
は
差
異
を
生
じ
さ
せ
、
ま
た
あ
る
時
は
、
よ
り
連
携
を
生
み
出
し
て

い
る
（
選
択
的
な
連
携
と
差
異
化
）。
ク
ロ
ス
・
ボ
ー
ダ
ー
な
文
化
は
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
昂
進
化
の
時
代
に
お
け
る
新
し
い
秩
序
を

求
め
て
い
る
の
で
あ
る
。」）

（（
（

一
九
九
〇
年
代
以
降
、
大
前
研
一
の
「
ボ
ー
ダ
レ
ス
ワ
ー
ル
ド
」
や
Ｔ
・
フ
リ
ー
ド
マ
ン
の
「
フ
ラ
ッ
ト
な
世
界
」
に
代
表
さ
れ
る

言
説
は
、
国
家
の
衰
退
と
国
境
の
溶
融
を
示
唆
し
て
い
た
が
（
脱
領
域
化
）、
そ
の
後
の
9
・
11
テ
ロ
以
後
の
世
界
の
動
向
は
、
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
の
昂
進
化
に
伴
う
国
境
管
理
の
強
化
に
結
び
付
い
て
い
っ
た
（
再
領
域
化
）。
こ
う
し
た
経
済
的
な
境
界
と
政
治
的
な
境
界
の
ロ
ジ
ッ

ク
の
対
立
の
中
で
見
え
て
き
た
研
究
上
の
焦
点
が
、
境
界
地
域
に
お
け
る
文
化
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
文
化
や
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
な
ど
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三
六

の
社
会
的
な
境
界
が
ど
の
よ
う
に
構
築
さ
れ
る
の
か
に
分
析
上
の
焦
点
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
、
開
放
性
を
軸
と
す
る
経
済
的
な
境
界
と
閉

鎖
性
を
意
味
し
が
ち
な
政
治
的
な
境
界
の
二
つ
の
対
立
す
る
ロ
ジ
ッ
ク
を
調
和
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
で
は
な
い
か
と
い
う
問
題
意
識

に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
文
脈
に
お
い
て
、
境
界
地
域
の
文
化
は
、「
文
化
を
生
産
す
る
表
明
以
上
の
も
の
で
あ
り
、
二
国
間

の
規
制
と
交
流
の
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
を
構
築
す
る
方
法
と
し
て
概
念
化
さ
れ
る
」
の
で
あ
る）

（（
（

。

境
界
地
域
に
関
す
る
統
一
的
な
理
論
は
存
在
し
な
い
と
い
っ
て
よ
い
が
、
Ｈ
・
バ
ウ
ダ
ー
も
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
社
会
的
構
築
物
と

し
て
の
境
界
を
再
構
成
す
る
際
に
は
批
判
的
地
理
学
の
視
点
が
必
要
で
あ
ろ
う
し
、
境
界
の
進
化
に
応
じ
て
そ
の
意
味
や
実
践
の
弁
証
法

を
考
察
す
る
見
方
が
重
要
に
な
っ
て
く
る）

（（
（

。
コ
ン
ラ
ッ
ド
と
ニ
コ
ル
は
、
9
・
11
テ
ロ
以
後
の
米
加
の
境
界
地
域
を
、
国
家
レ
ベ
ル
ば
か

り
で
は
な
く
、
ロ
ー
カ
ル
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
レ
ベ
ル
で
の
多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
重
層
的
に
関
与
し
合
う
「
再
創
造
さ
れ
た
境
界

地
域
」
と
名
付
け
て
い
る）

（（
（

。
そ
こ
に
は
、
境
界
地
域
を
跨
ぐ
双
方
の
空
間
に
お
け
る
文
化
の
混
在
・
融
合
や
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
な
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
形
成
、
境
界
の
近
接
性
と
日
常
的
な
経
験
や
変
化
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
が
相
互
に
影
響
を
与
え
合
う
構
成
要
素
と
し
て
の
境
界
文

化
が
醸
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

「
境
界
文
化
は
、
具
象
化
さ
れ
た
表
明
で
も
、
一
般
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
概
念
で
も
な
い
が
、
境
界
の
意
味
を
記
号
化
し
、
安
全

保
障
、
貿
易
、
環
境
、
保
健
、
お
よ
び
他
の
イ
シ
ュ
ー
に
関
す
る
諸
懸
念
に
関
す
る
国
境
の
効
力
を
評
価
す
る
た
め
の
進
化
す
る
枠

組
み
な
の
で
あ
る
。
境
界
文
化
は
、
9
・
11
テ
ロ
以
後
の
安
全
な
国
境
と
開
放
的
な
貿
易
の
回
廊
の
矛
盾
す
る
価
値
を
映
し
だ
し
、

そ
れ
に
対
し
て
抵
抗
し
、
矛
盾
を
と
き
ほ
ど
く
の
で
あ
る
。
そ
し
て
境
界
文
化
は
、
こ
う
し
た
イ
シ
ュ
ー
が
安
全
保
障
、
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
、
パ
ト
リ
オ
テ
ィ
ズ
ム
、
お
よ
び
権
力
関
係
に
関
す
る
我
々
の
定
義
に
と
っ
て
依
然
と
し
て
中
心
的
な
課
題
で
あ
る
こ
と
を



二
三
七

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
昂
進
化
と
境
界
地
域
に
お
け
る
文
化
（
川
久
保
）

確
信
さ
せ
る
。」）

（（
（2　

境
界
地
域
に
お
け
る
文
化
─
米
加
国
境
の
カ
ス
カ
デ
ィ
ア
地
方

（
1
） 　

米
加
国
境
の
歴
史
─
9
・
11
テ
ロ
以
前

本
稿
の
冒
頭
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
米
加
国
境
は
、
二
国
間
の
国
境
と
し
て
は
世
界
最
長
で
あ
り
、
大
西
洋
、
太
平
洋
、
北
極
海
、
そ

し
て
水
域
国
境
で
あ
る
五
大
湖
を
含
め
れ
ば
、
八
、八
九
一
キ
ロ
（
五
、五
二
五
マ
イ
ル
）
の
長
さ
が
あ
る
。
現
在
の
米
加
国
境
は
、
イ
ギ
リ

ス
と
、
宗
主
国
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
分
離
・
独
立
を
求
め
た
北
米
一
三
諸
州
と
の
戦
争
を
終
結
さ
せ
た
一
七
八
三
年
の
パ
リ
条
約
に
よ
っ
て

設
定
さ
れ
た
。
一
七
九
四
年
に
は
、ア
メ
リ
カ
と
イ
ギ
リ
ス
と
の
間
で
結
ば
れ
た
ジ
ェ
イ
条
約
に
よ
っ
て
国
境
画
定
委
員
会
が
創
設
さ
れ
、

北
緯
四
九
度
線
に
沿
っ
て
国
境
が
西
方
に
延
伸
さ
れ
た
。
歴
史
的
に
見
て
、
米
加
二
国
間
関
係
は
、
様
々
な
政
策
分
野
に
お
い
て
、
国
家

間
関
係
と
い
う
厳
格
な
枠
組
み
を
強
固
に
す
る
と
い
う
よ
り
も
、「
機
能
的
協
力
関
係
」
を
形
成
・
発
展
さ
せ
て
き
た
と
い
っ
た
ほ
う
が

適
切
か
も
し
れ
な
い
。
例
え
ば
、
一
九
〇
九
年
に
設
立
さ
れ
た
「
国
際
協
力
委
員
会
（
Ｉ
Ｊ
Ｃ
）」
は
、
共
有
す
る
河
川
や
五
大
湖
に
関
す

る
機
能
的
な
連
携
関
係
を
深
め
、
様
々
な
政
策
分
野
に
お
い
て
密
接
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
経
験
し
て
き
た
の
で
あ
る）

（（
（

。

一
九
九
四
年
に
発
効
し
た
北
米
自
由
貿
易
協
定
（
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
の
締
結
後
、
北
米
地
域
に
お
い
て
は
、
と
く
に
経
済
統
合
の
加
速
化

が
進
み
、
モ
ノ
と
資
本
の
「
継
ぎ
目
の
な
い
」
流
れ
が
促
進
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
北
米
地
域
に
お
け
る
経
済
・
貿
易
関
係
の
転
機
を
成
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
中
央
政
府
が
既
存
の
国
境
内
部
で
の
規
制
能
力
を
実
質
的
に
喪
失
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
す
る
研
究
者
も
い
た）

（（
（

。

Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
は
、
米
国
・
カ
ナ
ダ
・
メ
キ
シ
コ
三
カ
国
の
貿
易
と
投
資
の
拡
大
を
目
指
し
、
二
〇
〇
三
年
に
は
す
べ
て
の
関
税
が
撤
廃
さ



二
三
八

れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
米
加
の
経
済
・
貿
易
関
係
の
相
互
依
存
関
係
は
急
速
に
発
展
・
深
化
し
て
き
た
歴
史
的
経
緯
が
あ
る
が
、
9
・
11

テ
ロ
以
後
は
、
二
国
間
関
係
の
あ
ら
ゆ
る
側
面
に
お
け
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
昂
進
化
が
浸
潤
し
て
い
っ
た
。

（
（
）　

9
・
11
テ
ロ
以
後
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
昂
進
化
と
境
界
地
域
に
お
け
る
文
化

9
・
11
テ
ロ
以
後
、
米
加
国
境
は
、「
世
界
で
最
も
警
備
の
薄
い
国
境
」
か
ら
「
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
強
化
さ
れ
た
分
厚
い
国
境
」
へ
と

変
貌
し
た）

（（
（

。
国
境
画
定
委
員
会
に
よ
っ
て
引
か
れ
た
国
境
線
と
両
国
の
法
的
管
轄
権
は
変
わ
る
こ
と
は
な
い
が
、
国
境
の
安
全
保
障
が
強

化
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
境
の
空
間
性
や
境
界
地
域
の
在
り
方
を
め
ぐ
る
人
間
の
認
識
が
変
化
し
て
き
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
妥
当

で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
は
、
国
境
線
に
お
け
る
「
点
」
と
し
て
「
バ
ラ
バ
ラ
に
」
構
成
さ
れ
て
き
た
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
ポ
イ
ン
ト
が
、
連

続
体
と
し
て
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
強
化
と
い
う
観
点
か
ら
、
国
境
線
に
連
な
る
「
ゾ
ー
ン
」
や
「
回
廊
地
帯
」
へ
と
変
容
し
て
き
て
い
る

の
で
あ
る）

（（
（

。

9
・
11
テ
ロ
以
後
の
北
米
地
域
の
国
境
管
理
に
関
す
る
政
策
的
方
向
性
は
、
米
国
の
「
ホ
ー
ム
ラ
ン
ド
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
」
に
基
づ
く

「
再
境
界
付
け
（re-bordering

）」
で
あ
っ
た
。
米
国
の
国
境
管
理
政
策
が
カ
ナ
ダ
や
メ
キ
シ
コ
の
そ
れ
に
直
接
的
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と

は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
米
加
二
国
間
の
取
決
め
で
あ
る
「
ス
マ
ー
ト
な
国
境
宣
言
」（
二
〇
〇
一
年
一
二
月
）
な
ど
も
、
い
か
に
米
国
へ

の
人
や
物
の
流
れ
を
効
率
的
に
管
理
す
る
こ
と
に
重
点
が
置
か
れ
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る）

（（
（

。「
ス
マ
ー
ト
な
国
境
」
と
は
、
国
境
管

理
に
関
す
る
制
度
、
メ
カ
ニ
ズ
ム
、
言
説
、
実
践
な
ど
の
集
合
体
（
ア
ッ
サ
ン
ブ
ラ
ー
ジ
ュ
）
の
こ
と
で
あ
り
、
バ
イ
オ
メ
ト
リ
ク
ス
や
情

報
共
有
な
ど
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
連
動
し
た
国
境
の
空
間
的
拡
張
を
特
徴
と
す
る）

（（
（

。「
認
識
さ
れ
る
リ
ス
ク
脅
威
」
と
い
う
観
点
か
ら
は
、

米
加
・
米
墨
の
国
境
管
理
に
関
す
る
二
国
間
関
係
を
政
策
的
に
差
異
化
さ
せ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
北
米
国
境
が
米
国
と
接
す
る
「
ひ



二
三
九

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
昂
進
化
と
境
界
地
域
に
お
け
る
文
化
（
川
久
保
）

と
つ
の
」
国
境
線
に
合
成
さ
れ
て
し
ま
っ
た
み

る
こ
と
も
で
き
る）

（（
（

。
し
か
し
な
が
ら
、
米
国
に

と
っ
て
も
、
国
境
線
を
跨
い
で
空
間
的
領
域
性

を
有
す
る
境
界
地
域
は
、
位
置
づ
け
が
違
う
。

国
境
を
跨
い
で
社
会
的
・
文
化
的
な
相
互
作
用

が
日
常
的
に
な
っ
て
い
る
、
ロ
ー
カ
ル
な
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
レ
ベ
ル
も
含
め
た
多
様
な
ス
テ
ー

ク
ホ
ル
ダ
ー
の
関
与
な
く
し
て
は
、
境
界
地
域

の
生
活
空
間
は
形
成
さ
れ
え
な
い
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
昂
進
化
が
与

え
た
境
界
地
域
に
お
け
る
文
化
の
変
容
に
つ
い

て
、
米
加
国
境
、
と
り
わ
け
太
平
洋
岸
北
西

部
地
域
（Pacific N

orthw
est

）
を
南
北
に
貫
く

カ
ス
ケ
ー
ド
・
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ）

（（
（

を
中
心
に
見
て

い
く
（
図
参
照
）。
こ
の
ル
ー
ト
は
、
カ
ナ
ダ
側

が
99
号
線
、
米
国
側
が
Ｉ
─
（
号
線
で
連
結
し

て
お
り
、
米
加
国
境
間
で
物
流
を
始
め
と
し
た 

図：カスケード・ゲートウェイ（太平洋岸北西部地域）

出所：V. Konrad, Borders and Culture: Zones of Transition, Interaction and Identity in the 
Canada-United States Borderlands, Eurasia Border Review, （（1）, （01（, p. （.



二
四
〇

交
通
量
が
も
っ
と
も
多
い
ル
ー
ト
の
一
つ
で
あ
り
、バ
ン
ク
ー
バ
ー
か
ら
シ
ア
ト
ル
ま
で
の
大
都
市
圏
を
構
成
し
て
い
る
地
域
で
あ
る
。こ

の
境
界
地
域
に
お
け
る
国
境
検
問
所
と
し
て
は
、西
か
ら
ダ
グ
ラ
ス
／
ピ
ー
ス
ア
ー
チ
、パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
ハ
イ
ウ
ェ
イ
、オ
ル
ダ
ー
グ
ロ
ー 

ブ
／
リ
ン
デ
ン
、
ア
ボ
ッ
ツ
フ
ォ
ー
ド
／
ス
マ
ス
が
あ
る
が
、
と
く
に
、
前
二
者
は
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
昂
進
化
に
よ
っ
て
、
米
国
側
に

あ
る
私
有
地
な
ど
が
政
府
に
よ
っ
て
接
収
さ
れ
、
統
合
化
さ
れ
た
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
ゾ
ー
ン
と
し
て
の
容
貌
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
場
所

で
あ
る
。
国
境
線
か
ら
離
れ
た
米
国
ワ
シ
ン
ト
ン
州
ブ
レ
イ
ン
や
カ
ナ
ダ
の
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
州
ホ
ワ
イ
ト
ロ
ッ
ク
に
お

い
て
も
、
米
国
国
境
警
備
隊
の
地
域
事
務
所
や
保
管
施
設
な
ど
が
置
か
れ
、
地
域
住
民
が
立
ち
退
き
を
命
じ
ら
れ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
っ

た
）
（（
（

。そ
う
し
た
国
境
警
備
関
連
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
施
設
の
拡
張
に
よ
っ
て
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
が
確
保
さ
れ
た
地
域
と
そ
う
で
な
い
地
域
の
差

別
化
が
、
地
域
住
民
の
分
断
感
情
を
呼
び
起
こ
し
た）

（（
（

。
そ
し
て
、
米
国
国
境
警
備
隊
の
常
駐
体
制
が
、
米
加
間
の
友
好
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

で
あ
る
ピ
ー
ス
ア
ー
チ
、
お
よ
び
周
辺
の
記
念
公
園
の
風
景
も
一
変
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
、
美
し
い
自
然
を
求
め
て
退
職
し
た
多
く
の
人

間
が
移
り
住
ん
で
く
る
海
沿
い
の
町
ブ
レ
イ
ン
の
風
景
も
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
が
あ
ら
ゆ
る
場
所
に
浸
潤
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
変
貌
し
て
し

ま
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
現
象
は
、ブ
レ
イ
ン
ば
か
り
で
は
な
く
、東
部
の
リ
ン
デ
ン
や
ス
マ
ス
、南
は
ベ
リ
ン
ハ
ム
に
ま
で
広
が
っ

て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る）

（（
（

。

9
・
11
テ
ロ
以
後
の
米
加
両
国
民
に
と
っ
て
の
国
境
イ
メ
ー
ジ
は
、
双
方
と
も
不
安
定
（insecure

）
と
い
う
言
葉
で
表
す
こ
と
が
で

き
る
か
も
し
れ
な
い
。
米
国
人
に
と
っ
て
の
カ
ナ
ダ
国
境
は
、
国
境
警
備
に
対
す
る
莫
大
な
投
資
を
注
い
だ
と
し
て
も
、
完
全
な
安
全
な

ど
達
成
で
き
な
い
と
い
う
「
穴
の
開
い
た
（porous

）」
国
境
イ
メ
ー
ジ
が
つ
き
ま
と
い
、
カ
ナ
ダ
人
に
と
っ
て
の
米
国
国
境
は
、
日
常

的
な
人
間
の
行
き
来
や
通
商
関
係
が
阻
害
さ
れ
る
「
分
厚
い
（thick

）」
国
境
イ
メ
ー
ジ
と
い
う
、
両
国
民
に
と
っ
て
相
反
す
る
意
味
に



二
四
一

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
昂
進
化
と
境
界
地
域
に
お
け
る
文
化
（
川
久
保
）

お
い
て
不
安
定
な
国
境
な
の
で
あ
る）

（（
（

。
二
〇
〇
九
年
に
米
国
ワ
シ
ン
ト
ン
州
ベ
リ
ン
ハ
ム
に
あ
る
西
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
国
境
政
策
研
究
所

（BPRI
）
が
行
っ
た
調
査
に
よ
れ
ば
、
太
平
洋
岸
北
西
部
地
域
に
住
む
約
八
〇
％
の
米
国
人
と
約
四
〇
％
の
カ
ナ
ダ
人
が
両
国
の
国
境
は

不
安
定
で
あ
る
と
い
う
認
識
を
示
し
、
米
国
人
の
約
三
五
％
お
よ
び
カ
ナ
ダ
人
の
五
〇
％
以
上
が
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
昂
進
化
し
た
「
分

厚
い
」
国
境
の
構
築
に
反
対
を
表
明
し
た）

（（
（

。
こ
こ
か
ら
読
み
取
れ
る
の
は
、
境
界
地
域
に
住
む
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
間
で
生
ま
れ
る
「
信
頼
の

欠
損
（trust deficit
）」）

（（
（

と
い
う
事
態
で
あ
ろ
う
。

明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
具
体
的
な
事
例
を
挙
げ
て
お
こ
う
。
カ
ナ
ダ
の
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
州
の
ヌ
ッ
ク
サ
ッ
ク
渓
谷
に

あ
る
オ
ラ
ン
ダ
系
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
は
、社
会
的
分
断
が
見
ら
れ
て
い
る
と
さ
れ
る
。
国
境
を
越
え
た
日
曜
礼
拝
が
行
わ
れ
に
く
く
な
り
、

礼
拝
後
に
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
や
乳
製
品
な
ど
を
購
入
す
る
た
め
に
、
家
族
で
乳
製
品
店
に
立
ち
寄
る
こ
と
も
、
国
境
を
越
え
る
予
想
の
つ

か
な
い
待
ち
時
間
に
よ
っ
て
、
か
な
り
減
少
し
た）

（（
（

。
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流
の
停
止
、
水
質
管
理
・
野
生
動
物
の
保
護
に
関
す
る
越
境
的

な
自
然
環
境
保
護
活
動
へ
の
阻
害
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。
ラ
ズ
ベ
リ
ー
や
ブ
ル
ー
べ
リ
ー
を
生
産
・
販
売
し
て
い
る
、
と
く
に
シ
ー
ク
教

徒
が
中
心
の
東
イ
ン
ド
系
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
は
、国
境
を
日
常
的
に
越
え
て
そ
う
し
た
経
済
活
動
を
行
う
こ
と
に
伴
う「
人
種
プ
ロ
フ
ァ

イ
リ
ン
グ
」
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
も
さ
れ
る）

（（
（

。

さ
ら
に
は
、
米
加
国
境
の
安
全
保
障
化
に
伴
う
悩
ま
し
い
問
題
と
し
て
、
米
国
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
過
剰
決
定
問
題
が
挙
げ
ら
れ

る
）
（（
（

。
西
半
球
渡
航
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
（
Ｗ
Ｈ
Ｔ
Ｉ
）
は
、
西
半
球
内
部
、
と
く
に
カ
ナ
ダ
や
メ
キ
シ
コ
な
ど
か
ら
米
国
に
陸
路
や
海
域
か

ら
入
国
す
る
際
に
、
パ
ス
ポ
ー
ト
の
偽
造
防
止
と
身
分
証
明
を
合
理
化
す
る
た
め
に
9
・
11
テ
ロ
以
後
に
導
入
さ
れ
た
。
こ
の
Ｗ
Ｈ
Ｔ
Ｉ

の
導
入
と
そ
れ
に
関
連
す
る
国
境
管
理
政
策
の
変
更
は
、
境
界
地
域
に
居
住
し
、
複
数
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
有
し
、
日
常
的
に
国
境

を
越
え
る
こ
と
の
多
い
地
域
住
民
に
と
っ
て
、
米
国
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
基
軸
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
過



二
四
二

剰
決
定
問
題
が
提
起
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
政
策
的
帰
結
と
し
て
、
と
く
に
境
界
地
域
に
居
住
し
、
米
国
と
の
二
重
国
籍
を
有
す
る
カ

ナ
ダ
人
が
、
カ
ナ
ダ
人
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
証
明
す
る
こ
と
に
力
点
が
置
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
、
複
数
の
国
家
を
跨
い
で
社

会
的
ネ
ッ
ト
ー
ワ
ー
ク
を
継
続
的
に
作
り
上
げ
て
い
る
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
観
点
か
ら
、
問
題
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た）

（（
（

。
こ

う
し
た
国
境
を
越
え
る
際
の
検
問
所
で
の
増
大
す
る
待
ち
時
間
や
、
そ
れ
に
付
随
す
る
不
確
実
性
は
、
境
界
地
域
に
お
け
る
米
国
の
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
過
剰
決
定
が
産
み
出
す
弊
害
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
カ
ス
カ
デ
ィ
ア
地
方
に
お
い
て
は
、
国
境
沿
い
の
無
人
機
に
よ
る

偵
察
、
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ク
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
監
視
、
国
境
線
付
近
に
埋
設
さ
れ
た
対
人
セ
ン
サ
ー
、
米
国
国
境
警
備
隊
が
も
つ
装
備

の
軍
事
的
相
貌
な
ど
は
、
境
界
地
域
の
住
民
に
と
っ
て
は
脅
威
に
映
っ
て
い
る）

（（
（

。

カ
ス
カ
デ
ィ
ア
地
方
に
蔓
延
し
て
い
る
の
は
、「
不
確
実
性
」
の
抱
え
る
リ
ス
ク
で
あ
る
。
国
境
通
過
に
関
す
る
諸
規
制
が
た
び
た
び

変
化
す
る
こ
と
に
よ
る
ビ
ジ
ネ
ス
と
貿
易
へ
の
影
響
や
、
適
切
な
身
分
証
明
書
類
を
保
持
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
生
じ
る
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

遅
延
な
ど
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。こ
の
よ
う
に
、国
境
機
能
の
す
べ
て
の
側
面
が「
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
」機
能
に
変
換
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
通
勤
、
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
貿
易
な
ど
の
他
の
国
境
が
有
す
る
機
能
が
「
副
次
的
に
」
な
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る）

（（
（

。
さ
ら
に
言
え
ば
、

米
墨
国
境
の
軍
事
化
の
急
速
な
進
展
が
米
加
国
境
に
与
え
る
影
響
も
否
定
で
き
ず
、
Ｐ
・
ア
ン
ド
レ
ア
ス
は
、「
米
加
国
境
の
メ
キ
シ
コ
化
」

が
進
ん
で
い
る
と
も
指
摘
し
て
い
る）

（（
（

。

お
わ
り
に

9
・
11
テ
ロ
以
降
、
米
国
の
国
境
管
理
政
策
は
、
中
央
政
府
の
組
織
権
限
や
人
員
・
予
算
を
強
化
・
増
大
す
る
政
策
的
動
向
が
顕
著
に
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三

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
昂
進
化
と
境
界
地
域
に
お
け
る
文
化
（
川
久
保
）

な
っ
た
。
階
層
的
組
織
構
造
を
有
す
る
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
が
基
軸
と
な
っ
て
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
確
保
を
企
図
す
る
国
境
管
理
政
策
は
、
境

界
地
域
に
お
け
る
文
化
や
、
境
界
地
域
を
重
層
的
に
構
成
す
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
役
割
を
軽
視
し
て
形
成
・
実
施
さ
れ
て
き
た
傾
向

が
強
い
。
中
央
が
境
界
地
域
に
お
け
る
ロ
ー
カ
ル
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
レ
ベ
ル
の
実
態
を
正
確
に
把
握
し
た
上
で
、
中
央
と
地
方
の
相
互
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進
す
る
よ
う
な
多
元
的
な
国
境
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
構
築
に
は
、
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
型
と
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
の
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
統
合
型
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
最
適
で
あ
ろ
う）

（（
（

。

そ
し
て
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た
米
加
国
境
に
お
け
る
カ
ス
カ
デ
ィ
ア
地
方
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
昂
進
化
は
、
境
界
地
域
の
生
活
空
間
に

さ
ま
ざ
ま
な
負
の
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
が
、
社
会
的
・
文
化
的
相
互
作
用
の
ゾ
ー
ン
と
し
て
の
境
界
地
域
は
、

ひ
と
つ
の
国
家
に
対
応
す
る
ひ
と
つ
の
文
化
で
は
な
く
、
複
数
の
文
化
や
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
が
混
在
・
融
合
す
る
固
有
の
空
間
を
形
成
し
て

お
り
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
昂
進
化
に
直
面
し
て
も
、
潜
勢
力
と
し
て
の
文
化
が
再
生
す
る
素
地
を
有
し
て
い
る
。
境
界
地
域
に
お
け
る
文

化
は
、
国
境
を
接
す
る
国
家
間
関
係
の
健
全
さ
を
示
す
メ
ル
ク
マ
ー
ル
の
一
つ
と
な
る
が
、
境
界
地
域
に
お
け
る
急
激
な
変
化
を
緩
和
す

る
ロ
ー
カ
ル
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
役
割
を
積
極
的
に
認
識
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
過
度
の
安
全
保
障
化
を
抑
制
す
る
契
機
に
も
な
る

で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
カ
ス
カ
デ
ィ
ア
地
方
に
お
け
る
「
国
際
モ
ビ
リ
テ
ィ
回
廊
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
Ｉ
Ｍ
Ｔ
Ｃ
）」
は
、
米
国
税
関
国
境
警

備
局
（
Ｃ
Ｂ
Ｐ
）
や
カ
ナ
ダ
国
境
サ
ー
ビ
ス
庁
（
Ｃ
Ｂ
Ｓ
Ａ
）
と
い
う
国
家
レ
ベ
ル
の
組
織
ば
か
り
で
は
な
く
、
国
境
通
過
事
業
に
関
わ
る

民
間
企
業
や
研
究
機
関
な
ど
を
含
む
多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
定
期
的
に
意
見
交
換
し
、
情
報
共
有
を
行
う
境
界
地
域
の
二
国
間

連
合
組
織
で
あ
り
、
境
界
地
域
の
住
民
の
声
を
国
境
管
理
政
策
に
反
映
さ
せ
る
上
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
て
い
る）

（（
（

。
ま
た
、
ロ
ッ

キ
ー
山
脈
の
真
ん
中
に
位
置
す
る
グ
レ
ー
シ
ャ
ー
国
立
公
園
（
米
国
・
モ
ン
タ
ナ
州
）
と
ウ
ォ
ー
タ
ー
ト
ン
・
レ
イ
ク
国
立
公
園
（
カ
ナ
ダ
・

ア
ル
バ
ー
タ
州
）
は
、
世
界
で
唯
一
国
境
に
跨
る
「
国
際
平
和
自
然
公
園
」
を
形
成
し
、
自
然
環
境
の
保
護
や
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
観
点
か
ら
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四

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
昂
進
化
を
緩
和
し
、
境
界
地
域
に
お
け
る
文
化
の
役
割
の
一
端
を
示
し
て
い
る）

（（
（

。
こ
の
よ
う
に
、
境
界
地
域
の
モ
ビ
リ

テ
ィ
と
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
保
証
す
る
際
に
は
、
国
家
レ
ベ
ル
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
的
な
関
与
と
、
ロ
ー
カ
ル
な
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
的
な
関
与
と
い
う
国
境
の
機
能
的
接
合
が
同
時
に
必
要
と
な
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

（
1
）
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
Ｃ
・
デ
ィ
ー
ナ
ー
／
ジ
ョ
シ
ュ
ア
・
ヘ
ー
ガ
ン
（
川
久
保
文
紀
訳
）『
境
界
か
ら
世
界
を
見
る
─
ボ
ー
ダ
ー
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ

入
門
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
五
年
。

（
（
）
同
上
訳
書
、
六
頁
。

（
（
）
岩
下
明
裕
・
高
木
彰
彦
「
ボ
ー
ダ
ー
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
へ
の
招
待
」
月
刊
『
地
理
』
古
今
書
院
、
二
〇
一
六
年
四
月
号
、
七
〇
頁
、
お
よ
び
拙
稿

「
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
な
世
界
と
ボ
ー
ダ
ー
フ
ル
な
世
界
─
フ
ィ
ル
タ
ー
と
し
て
の
国
境
」
月
刊
『
地
理
』
古
今
書
院
、
二
〇
一
六
年
五
月
号
、
七
一
頁

を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
（
）J. H

ouse, Frontier on the Rio Grande: A
 Political Geography of D

evelopm
ent and Social D

eprivation, O
xford: Clarendon 

press, 19（（; idem
, “T

he Frontier Zone: A
 Conceptual Problem

 for Policy M
akers,” International Political Science R

eview
, 1

（（

）, （000, pp. （（（

─（（（.

（
（
）
米
墨
国
境
の
研
究
で
著
名
な
Ｏ
・
マ
ル
テ
ィ
ネ
ス
は
、
境
界
地
域
の
タ
イ
プ
と
し
て
、
⑴
疎
外
さ
れ
た
境
界
地
域
（alienated borderlands

）、

⑵
共
存
す
る
境
界
地
域
（co-existent borderlands
）、
⑶
相
互
依
存
の
境
界
地
域
（interdependent borderlands

）、
⑷
統
合
さ
れ
た
境
界

地
域
（integrated borderlands

）
の
四
つ
の
「
連
続
体
」
と
し
て
抽
出
し
、
境
界
の
ロ
ジ
ッ
ク
が
開
放
的
か
閉
鎖
的
か
ど
う
か
は
こ
の
「
連
続

体
」
に
お
け
る
位
置
関
係
で
示
さ
れ
る
と
し
た
。
ま
た
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
集
団
な
ど
の
ロ
ー
カ
ル
な
文
化
の
混
在
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
米
墨
の
境

界
地
域
の
多
元
的
な
文
化
構
成
に
関
し
て
、
モ
ビ
リ
テ
ィ
と
革
新
へ
の
受
容
能
力
の
高
い
「
国
際
主
義
的
な
文
化
（internationalist culture

）」

と
名
付
け
た
。O

. M
artinez, T

he D
ynam

ics of Border Interaction: N
ew

 A
pproaches to border A

nalysis, in C. H
.  Schofield 

（ed.

）, W
orld Boundaries V

olⅠ
: Global Boundaries, London: Routledge, 199（, pp. 1

─1（; idem
, Border People: Life and 

Society in the U
.S.-M

exico Borderlands, T
ucson: U

niversity of A
rizona Press, 199（.

（
（
）
岩
下
明
裕
『
入
門　

国
境
学
─
領
土
、
主
権
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』
中
公
新
書
、
二
〇
一
六
年
、
五
一
頁
。
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四
五

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
昂
進
化
と
境
界
地
域
に
お
け
る
文
化
（
川
久
保
）

（
（
）N

. Soguk, Border’s Capture: Insurrectional Politics, Border Crossing H
um

ans and the Political, in P. K
. Rajaram

 and C. 
Grundy-W

arr, （eds.

）, Borderscapes: H
idden G

eographies and Politics at T
erritory’s E

dges, （00（, M
inneapolis: U

niversity of 
M

innesota Press, p. （（（.  

（
（
）R. Shields, Boundary T

hinking in T
heories of the Present: T

he V
irtuality of Reflexive M

odernization, E
uropean Journal 

of Social T
heory, 9

（（

）, （00（, p. （（（.

（
9
）J. A

gnew
, Borders on the m

ind: re-fram
ing border thinking, E

thics &
 G

lobal Politics, V
ol.1, N

o.（, （00（, p. 1（（.

（
10
）R. Rosaldo, Culture and T

ruth: T
he R

e-M
aking of Social A

nalysis, Boston: Beacon, 199（, pp. （（

─（（.

（
椎
名
美
智
訳
『
文
化

と
真
実
─
社
会
分
析
の
再
構
築
』
日
本
エ
デ
ィ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
出
版
部
、
一
九
九
八
年
、
三
〇
九
頁
）; V

. K
onrad, Conflating Im

agination, 
Identity, and A

ffi
nity in the Social Construction of Borderlands Culture Betw

een Canada and the U
nited States, A

m
erican 

R
eview

 of Canadian Studies, （（

（（

）, （01（, p. （（（.

（
11
）V

. K
onrad and H

. N
. N

icol, Beyond W
alls: R

e-inventing the Canada-U
nited States Borderlands, A

shgate, （00（.

（
1（
）V

. K
onrad, Borders and Culture: Zones of T

ransition, Interaction and Identity in the Canada-U
nited States Borderlands, 

E
urasia Border R

eview
, （

（1

）, （01（, p. （（.

（
1（
）V

. K
onrad, Conflating Im

agination, op. cit., p. （（（.

（
1（
）H

. Bauder, T
ow

ard a Critical Geography of the Border: Engaging the D
ialectic of Practice and M

eaning, A
nnals of the 

A
ssociation of A

m
erican G

eographers, 101

（（
）, （011.

（
1（
）V

. K
onrad and H

. N
. N

icol, Beyond W
alls, op. cit., pp. （（

─（（.

（
1（
）Ibid., p. （9（.

（
1（
）
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
ブ
ル
ネ
イ
＝
ジ
ェ
イ
（
川
久
保
文
紀
監
訳
）「
9
・
11
同
時
多
発
テ
ロ
以
降
の
カ
ナ
ダ
＝
米
国
国
境
─
カ
ナ
ダ
側
か
ら
の
見
解
」

『
境
界
研
究
』
Ｎｏ
．（
、
二
〇
一
一
年
、
一
二
四
─
一
二
五
頁
。

（
1（
）
同
上
、
一
一
九
─
一
二
一
頁
。

（
19
）J. A

ckleson, From
 “T

hin” to “T
hick” （and Back A

gain?

）: T
he Politics and Policies of the Contem

porary U
S-Canada Border, 

A
m

erican R
eview

 of Canadian Studies, （9

（（

）, pp. （（（

─（（1.
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六

（
（0
）V

. K
onrad, Borders, Bordered Lands and Borderlands: Geographical States of Insecurity betw

een Canada and the U
nited 

States and the Im
pacts of Security Prim

acy, in E. A
. V

allet （ed.

）, Borders, Fences, and W
alls: State of Insecurity? A

shgate, 
pp. （（

─（9.

（
（1
）
正
式
名
称
は
、
以
下
の
通
り
。Building a Sm

art Border for the （1
st Century on the Foundation of a N

orth A
m

erican Zone 
of Confidence. 

二
〇
〇
五
年
三
月
に
は
、
米
加
墨
間
で
の
「
北
米
の
安
全
保
障
と
繁
栄
の
た
め
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
（Secure and 

Prosperity Partnership of N
orth A

m
erica

）」
が
締
結
さ
れ
た
。

（
（（
）K. Cote-Boucher, The Diffuse Border: Intelligence-sharing, Control and Confinem

ent along Canada’s Sm
art Border, Surveillance 

&
 Society, （

（（
）, p. 1（（.

（
（（
）V

. K
onrad, Conflating Im

agination, op. cit., p. （（0.

（
（（
）
カ
ス
カ
デ
ィ
ア
地
方
と
は
、一
般
的
に
は
カ
ス
カ
デ
ィ
ア
山
脈
の
周
囲
に
あ
る
地
方
全
体
を
意
味
す
る
が
、広
義
に
は
、米
国
の
ワ
シ
ン
ト
ン
州
、

オ
レ
ゴ
ン
州
、
ア
イ
ダ
ホ
州
、
モ
ン
タ
ナ
州
、
ア
ラ
ス
カ
州
の
五
つ
の
州
と
、
カ
ナ
ダ
側
は
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
州
と
ユ
ー
コ
ン
準

州
を
含
む
地
域
を
指
し
て
い
る
。

（
（（
）V

. K
onrad, Borders and Culture, op. cit., pp. （（

─（（.

（
（（
）Ibid., pp. （（

─（（.

（
（（
）K

onrad, Borders, Bordered Lands and Borderlands, op. cit., p. 90.

（
（（
）Ibid., p. 9（.

（
（9
）V

. K
onrad, Breaking Points’ But N

o ‘Broken Border’: Stakeholders Evaluate Border Issues in the Pacific N
orthw

est Region, 
Border R

esearch Policy Institute R
eport 10, W

estern W
ashington U

niveristy: BPRI, （010; idem
, Borders and Culture, op. 

cit., p. （9.

（
（0
）K
onrad, Borders and Culture, op. cit., p. （9.

（
（1
）Ibid., p. （0.

（
（（
）Ibid., p. （0.

（
（（
）Ibid., p. （（, p. （（. 

本
稿
で
は
直
接
の
分
析
対
象
と
は
し
て
い
な
い
が
、
先
住
民
族
の
問
題
も
、
多
元
的
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
文
脈
に
お
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七

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
昂
進
化
と
境
界
地
域
に
お
け
る
文
化
（
川
久
保
）

い
て
社
会
的
帰
属
の
問
題
を
考
察
す
る
上
で
重
要
で
あ
る
。
国
民
と
し
て
の
「
同
質
性
」
と
、
先
住
民
族
と
し
て
の
「
先
住
性
」
が
交
錯
す
る
境

界
地
域
に
お
い
て
、
文
化
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
ど
の
よ
う
に
維
持
・
発
展
さ
せ
て
い
く
の
か
は
、
米
加
国
境
の
再
境
界
付
け
を
歴
史
的
に
理

解
す
る
上
で
避
け
て
は
通
れ
な
い
問
題
で
あ
る
。
例
え
ば
、
米
国
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
マ
シ
ー
ナ
と
カ
ナ
ダ
・
オ
ン
タ
リ
オ
州
コ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ル

を
跨
ぐ
境
界
地
域
に
居
住
す
る
モ
ホ
ー
ク
族
は
、
自
由
通
行
権
が
認
め
ら
れ
、
独
自
の
文
化
圏
を
形
成
し
て
い
る
。

（
（（
）K

onrad, Conflating Im
agination, op. cit., p. （（（.

（
（（
）K

onrad, Borders, Bordered Lands and Borderlands, p. 9（, pp. 9（

─9（. 

な
お
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
昂
進
化
が
、
カ
ス
ケ
ー
ド
・
ゲ
ー

ト
ウ
ェ
イ
の
東
部
に
あ
る
カ
ス
カ
デ
ィ
ア
山
脈
周
辺
の
境
界
地
域
に
お
け
る
環
境
に
与
え
る
影
響
も
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
地
域
は
、
ハ
イ
イ

ロ
グ
マ
な
ど
の
絶
滅
危
惧
種
の
生
息
地
域
と
も
重
な
り
、
国
家
や
州
に
よ
る
環
境
保
護
の
た
め
の
規
制
が
強
い
地
域
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
環
境

規
制
の
緩
和
や
撤
廃
が
、
米
国
国
境
警
備
隊
の
円
滑
な
活
動
遂
行
の
た
め
に
妨
げ
に
な
っ
て
い
る
と
の
理
由
か
ら
、
共
和
党
の
議
員
を
中
心
に
叫

ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
カ
ス
カ
デ
ィ
ア
地
方
の
自
然
環
境
保
護
に
関
心
を
も
つ
住
民
は
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
昂
進
化
が
、
共
通
の
価
値
で
あ
る

環
境
保
護
に
対
し
て
、多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
間
の
国
境
を
越
え
た
連
携
を
困
難
に
し
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。し
か
し
な
が
ら
、カ
ス
カ
デ
ィ

ア
地
方
に
お
け
る
大
気
保
全
、
ア
ボ
ッ
ツ
フ
ォ
ー
ド
地
域
全
体
に
影
響
を
及
ぼ
す
ヌ
ッ
ク
サ
ッ
ク
川
の
洪
水
対
策
、
ス
マ
ス
帯
水
層
の
保
護
に
関

す
る
越
境
協
力
は
、
一
定
の
進
展
を
見
て
き
て
い
る
と
さ
れ
る
。

（
（（
）K

onrad, Conflating Im
agination, op. cit., p. （（1.

（
（（
）P. A

ndreas, A
 T

ale of T
w

o Borders: T
he U

S-Canada and the U
S-M

exico Lines after 9/11, in P. A
ndreas and T

. J. Biersteker 

（eds.

）, T
he R

ebordering of N
orth A

m
erica, N

ew
 Y

ork: Routledge, （00（.

（
（（
）K

onrad, Borders, Bordered Lands and Borderlands, pp. 99

─100.

（
（9
）K

onrad, Borders and Culture, op. cit., p. （（.

（
（0
）Ibid., p. （（.
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＊
岩
下
明
裕
『
入
門　

国
境
学
─
領
土
、
主
権
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』
中
公
新
書
、
二
〇
一
六
年
。

＊
岩
下
明
裕
・
高
木
彰
彦
「
ボ
ー
ダ
ー
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
へ
の
招
待
」
月
刊
『
地
理
』
古
今
書
院
、
二
〇
一
六
年
四
月
号
。

＊
川
久
保
文
紀
「
北
米
国
境
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
化
」
日
本
国
際
政
治
学
会
『
国
際
政
治
』
一
七
九
号
、
二
〇
一
五
年
。

＊
川
久
保
文
紀
「
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
な
世
界
と
ボ
ー
ダ
ー
フ
ル
な
世
界
─
フ
ィ
ル
タ
ー
と
し
て
の
国
境
」
月
刊
『
地
理
』
古
今
書
院
、二
〇
一
六
年
五
月
号
。

＊
上
智
大
学
ア
メ
リ
カ
・
カ
ナ
ダ
研
究
所
編
『
北
米
研
究
入
門
─
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
」
を
問
い
直
す
』
上
智
大
学
出
版
、
二
〇
一
五
年
。

＊
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
ブ
ル
ネ
イ
＝
ジ
ェ
イ
（
川
久
保
文
紀
監
訳
）「
9
・
11
同
時
多
発
テ
ロ
以
降
の
カ
ナ
ダ
＝
米
国
国
境
─
カ
ナ
ダ
か
ら
の
見
解
」『
境
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セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
昂
進
化
と
境
界
地
域
に
お
け
る
文
化
（
川
久
保
）

界
研
究
』
Ｎｏ
．（
、
二
〇
一
一
年
。

＊
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
Ｃ
・
デ
ィ
ー
ナ
ー
／
ジ
ョ
シ
ュ
ア
・
ヘ
ー
ガ
ン
（
川
久
保
文
紀
訳
）『
境
界
か
ら
世
界
を
見
る
─
ボ
ー
ダ
ー
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
入
門
』

岩
波
書
店
、
二
〇
一
五
年
。

＊
レ
ナ
ー
ト
・
ロ
サ
ル
ド
（
椎
名
美
智
訳
）『
文
化
と
真
実
─
社
会
分
析
の
再
構
築
』
日
本
エ
デ
ィ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
出
版
部
、
一
九
九
八
年
。

〔
付
記
〕本

稿
は
、
二
〇
一
六
年
度
日
本
国
際
文
化
学
会
第
一
五
回
全
国
大
会
（
於
：
早
稲
田
大
学
）
に
お
け
る
共
通
論
題
「
ボ
ー
ダ
ー
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ

に
お
け
る
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
な
境
界
」
で
報
告
し
た
ペ
ー
パ
ー
に
加
筆
・
修
正
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
本
稿
は
、
科
学
研
究
費
助
成
事
業

基
盤
研
究
（
Ａ
）「
ボ
ー
ダ
ー
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
に
お
け
る
国
際
関
係
研
究
の
再
構
築
」（
研
究
代
表
：
岩
下
明
裕
北
海
道
大
学
教
授
）
の
研
究
成
果

の
一
部
で
あ
る
。
筆
者
は
、
二
〇
一
四
年
二
月
初
め
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た
カ
ス
ケ
ー
ド
・
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
を
カ
ナ
ダ
・
バ
ン
ク
ー
バ
ー
か
ら
車

で
南
下
し
、
米
国
ワ
シ
ン
ト
ン
州
ベ
リ
ン
ハ
ム
に
あ
る
西
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
国
境
政
策
研
究
所
（Border Research Policy Institute : BRPI

）

を
訪
問
し
、
米
加
間
の
国
境
安
全
保
障
を
調
査
し
た
。

（
中
央
学
院
大
学
法
学
部
准
教
授
）




